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3号 ･BHC文献集 と/iの抄録
～

昨iT･･･8月郡 lV集編訪以後本年7朗 唱 I_=編者の壷 ･:
酢にhT潮 或は抄録として入手せられた耳軟のうちその⊂i■ 1

出なもの1.手ついて概要を糾介し併せて文献日録を掲栽 ト､t

するolmCに関する軍政の数は前瑞迄に既に800件 ､

留別こ迅し木錨の分を併せると夷に 1000件を突放して

いろ｡然もf.'.7この外に本文戯残に指叔しなかった91と

tLて泣iJi劾nミに関する文献の数も亦多数に上?耳いるo

'本文棚日録小特に化学調係のものについては調奄洩

iLの為mJi肋 ;連れて或は時1,lJlを失して1､声様に.B.).はれ

るものもあ7A.;,之は山来るだけ多くの文献を泊れな '-

く兆鎚 したい為であるから'm了承臥 ､たい_チ-fFJ･に の点 ･

払拭 14ではやゝもすると手浴があt)がちなりで,読

fE･HY''i'-至の御励 Jを臥 よる21[･t土依ってこの抄録文献錨が -

少しで血 暇 に立つもの画 Lは純華の由 トの轡 と.I I

了 品去孟:'.,;)完訟 表のみの胆 は特に重要と且触

るものを除いて省略する都としたO-叉外国に放ける本

抄政文湖災と似かよった企画はサイツの RI云lPClト

- 1=･:ttS･(lSrj)(1S6)▲に伐って触 れてE･t,;之tま -.･
文ii,it災のみであるが′l)1)T,JiIIC及び DiL'n化骨

的企奴に立つ :･生物関係の文政も加ZZ多数集録され七い

･ろから必賀な方は参竹されたいO ､

構造,,性質 :.1主HC の新製性体 として 9tal(mp

S9･8-90･60),theta㍉両只性体が一Kor･trA~等 (114)lち

依って分離さ咋その構造が決定された∋之等は光に紋

等が分断に成功しk h声zcn_etetrachloiid占を超で

節Ⅰ集＼.本誌 11,24-59一(19it!)

節J集 ク:13;61'-64(194吋
郁雄集 ク 15,118-21(1051)
節IV筑 ク ′17,64こ74(19.-)2)
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第_V集 津. ,･浜田昌之

得られたものr7:I,之に伐って既に発見された 】ilIC

災憎輝 の数Ii17個となった｡ 次lち tyL.右で;TOtNm等

(244)は BIIC の ㌣;P,-γ,84異性体を大々無水

塩化鉄と共に窒素気流閑野中で 1400又はそれ以上に ､.

鵬 する衷 よ?てγ準か ;他の典性帆 こ剥 け る即
を見Jnした｡

J中がIN.等 (10号)は .tetrachlorocyclohepx.lne の

塩素化に伐って1Ⅰ舛IC ではない ･.llCXaChlohxyclo-

hexan号の研異性咋(mp108-1090)を分離した; 又

Jく川h-SC･蕪 =･=It(175)(176)は a-1,1,2,4,4,.5-J

heチaChlorocyclohexane(qr詣 亡弟性休)､の稲造と性

lj78こつtL:て妃に検討を加へている外 (etra(:hlorムー

:cycloheyane, 8-rm t等についても捕逸,･性質等の評 .

紬な研究を行っている､(180).(181)0

LoR･1:T心(122)は叫 C4典性体の結晶学的研兜を ,

行?て居り,l主̂'sTl.̂ll･SRN(17)画 に,Ĉ L.NĜ7mT

秘 三嘆うて分緋されか )cnzene,･te事rachiorideのSR.

性休につして-{磁子捌 子によっゼ与の縄遇を研究 してし.A

ち.又'pr･̂CmTH.(22)によると IiHCは紫外弧 こ-

よらて変化を受けか ､と云はれLる/｡

cRIST'0一･等は引掛 ､て BH(:訳性体の脱塩椴比応

ゐ擬仰 こついて研究を.行い稀薄酒栢浴液小に於ける､
Iα･β,/e異性体ゐ脱塩轍作用に及ぼす温壁及び榊米紙 .

成あ跳 ミ(43),及びIP異性体を呼素を含む酒掛卜
で脱塩鞭を行った際少丘の重水素を含む βpSi･性休が､

は滴下水銀磁極に於けZrli-I/lC4異酬 くの挙動につLl､

で評,mt=_研究している｡.叉托梅軒 (Gl)は シIBIIC

を 斗 45Vの陰転電位で定電位御 縁 行って1分-T･､
当E)6ケの問子を消費して定数的にベンゼンを絹た.

合成 :､中島等 (146)(147)一による_と無声此花の問 .
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機内で光税を.qIt射 しながらペソゼy と塩某を反応させ

ると 〉一mIC の放血は 1rJi･18,00'で湖.V.は臭気歩く

晶門JlW･と去はれる｡ SmL'"tub.OY(:207) はTJL混

乱 比良の下で光31純 化蛇応の扱恥 こついて研兜 し七

いろ｡又 SoL7{I･;Tt(210)はベンゼン及びトルエンの

.4.1m 放iE下の塊対 巳における生成物に?いて約じてい

ろ｡

-その外各国占多数の特許申帯があるがその丑なもの

は次の通りである｡ACT,tJLEON(3)は塩魚 水蒸気;I

i(yゼソの3着を人工光臨照射琴器中に導 く方法を提

案 し, LT:CIT-C一丁立入l川 はデカ･)ソ.カ./7Lェy等の -

掛 胤 焦降下力を戻す物質を添加して塩来化を行ふか

(lュ守).周 酸 (也)･アミン軌 lモノ･クノPル刑'讃 (唖)一

を加へて塩来化す る方法 (117)を捉'BL士いる｡

PRNNSYl.V̂ h-r̂ Ŝ T.TA!FO･(162)は脚 安等のlfllf液/
･巾で 35｡で,R品 .円等(187)は部分如ヒ胴肪成沢化

水素桁獅 lで 0--500で人工光軸糊 ･tl:に塩素化耳

た.,･ETr･IY,,-Con-,･-く59)はア 亘 叛等を転加㌧て境
窮 と反粧 させて収丑を あげたo又 】lJITtr一(Il°)紘

ムitrotbluen占,ETlIY一一C｡-ll-.(i･,8)は無水慨取,巧.:の存

打下で放射 ヒを行い 16-17,% の'γ窮牧作を含む

IiilC'を得た｡ -
＼ ◆･ . l
･日本特許 として招近公JJ.･･さ7LたものにLk∫.C.Ⅰ.

(fJUjの部分放茶化卿 ヒ水素の存Tt:で 0--ir)Ooで塩窮

化して 20,0,.'以上のγ休収出を得る方軌 ソ/bポアイ･

ゝコシバニー(216)の姶めべノゼンの鮎 .I,温腔で塩,#;

化を始め LiHC の生成阜こつれて温喋を下げながら反 ､

応させる方法等がある｡.fLZ･lll減 迄に捕繊如Lの次の様 l

な数f,f･:Q)特許/jW .･･がある｡旭筒化 昭2['14373(8),昭 ､I_一~-ヽ
26-5026(0);-加磯 昭2514372(Ill);長岡馳 l!剤 海
2i-,-437H 144);E]本化由 昭251336'2(1T,0);日華化

重 昭2t''14371(154);日豊化学 昭26-4618(1r)3);Elf

山化学L昭2t-,1437(,㌔(233). .

休攻究の高い liliC,熟 こ 1indane(99%与-B●fLC)▲

･が琴流される為各国に於七 ./′-ぢflC の脱臭桁=5-B法の′了

'･特許が公Jifされてい声.

-,外国舶許のうち主なものを挙げるとSM.VI･:Y&CrJl:

は英国特許として円結晶法による γ-Ⅰ】HC のf:Il&LR法

2件(..'13)(L'14).破談を恥 ､たのち城端イけ る脱臭

IlH C の 知抜■(212),及び-(･め附加的1_ii;F;化をfLiった､

の ち 末 技 応 べ ./ゼソをm そしてJJld'訪;化 し無臭 lilIC

を 引lるカ 沈 (211)をり朋 している｡ST̂U,'.1mttC ''F:N･

(223) は イ ソ ブ p ビ ル ア/しコールによるm 結 晶 法 を 売

し 7 ラ y ス g･.lil.-rf (62) に は ~nIIC料淡をモ y -モ ワ p

ナ イ トの 枝 な 吸 新 剤 Jlを 泡過せし吟てγ作を分潮 け る l

方 班 が あ る ｡ IIl:NKJU:&Crz･:(83)は非アルカ.)性試 薬/

●

で処理して茂樹 ヒノクT'-キサyの還元的分解を行ふ

7JJ淡を77;した｡叉ZIT.!rFTZIÎURYCfTmT･(81)は BHC

桁液を電解する抑 こよって無味無臭の _BHC を得る

方法を捉案した｡

E1本特許としてはツノレポアイラコンパ∠一高扮 別枯

Jr

瓜に飯ち )′-131ICの朽測地 (215):(218),予め据加的 r -

Jii'射 ヒゐ7n:分を恥 ､て僻誠不'/Fの下に 13HC を教法 ▲_-

する方沈 (L･17)を流 し;か .リンゲルL)--ソ■(36)は

分別結晶にIRる α,･P作の除去･払 エシルヨーボレー

ー5'-1y(.60)は IiHC のTtJl収に当()変色を肌 く'為に

アミンを加へる方法を捉案 した｡旭川-T･は配分酢剤を

)帆 ,るγ休抽LtS淡 (io)及び IillCT州 ミを1400111下

に加熱 して半解租状態で熔融物と宋悦郎勿を分けて y

休淡雪の抗い･liⅠIC を製造する方法 (li)を巾F'7L.

T=O ､ ′
一方 Mi;NClrnTmG(141)(142)は I主HC の不快 な

臭及び妹の原因となる化令物の追求を行つfL.るO∫
, 男析 : liHC の用途が広くなり位Th'正が脚大する

につれ七その.故LLI宕正に関する耶兜も数多く発'J毒され ､

ているOこのうち光づどこii･llry"-'トダフ･a;･l三よる分 ･

榔検出の試タが-MoyN肌IN符 (140)によって17･は

iL,不洲 嘩 化 して如坤 楓 洲 三脚 化 ･Lて無水耶 _
恨飽和 n-hex.lneを仙 l七 m ICrJ択PH1(,hcph一

及び octachlorocyclo7N-L･.･lnCl況合物の分拭紋日は 行

っているo薮王に･O'C川 一一･̂(l･'･7) はrHトJi;(租 こより.I+

､措紙を恥 ､て弛杜の,-krに水加W f桃 を川いてや 多ゝ

丑の_γ-1iリC を1i淵 .す る方状を出演 している｡

MiTCJTI汀一丁一(133) ち:,h朝潮 クー,マトJ/･ク7淡による

m lCの分出i!丑に関 して批 lH_ていろ｡ Gt･･̂ItGt･:it

等 (72)は分耽 ク｡マト〆ラフ法にLJ('るe異性作の分 -㌔

帆 こ閃しそ 2相ゆ 方統 一(不動牲桁剤として nitrO- .

methane又は水を肋 ･る方法)に?いて比較検討して

いる.､､見里等(131)(13t2)は光に山ryRI･5(町集ザ )

により読された クt7マ トグラフ法に依る､γ11i王iC あ

定畳法を粁;Jlした方法を発表した.個 槙井等 (1127)亘 .I

･本法たよる定量ゐさいに a-hcpt･lChldrBc-ylcloHe･Y-an写
しが納凪 こE3軒を及ぼすTlfに読して いるO又 HAp.MS

(78)は分r氾ク.･マストグラフ ぬ こ於で2打の色素を

叫 ､て Dl)T-1311C況脚 捌 小 bS lHIC及び｡bT

を分雌tjintする-JJ'淡を榔 Iiして い ろ o

ポーラログラフ法による 7′-1iH C の定免法に関し

ては Jl'･ 3の 研究が発来され て 取 り (i)(116)(134)

の 澄 田 を 除 く方 法 も 読 さ れ ている (250)O-又nepta-.

chlorocyclohexane の 屈 折計による定量法 も発表さ

＼ れ て い る (1131)O 更 ,こ-R ost･L.(191)は分配クロマト
ノ. グ ラ フ 法 と ポ ー ラ T,グ ラ フ法の併用によノるγ-Bficの

■=:■
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定立法を発表してt,､る0 ..ー′

･ 赤外挽琴収ス.<ふ !,車知こ関 しそは Mr･･- 等

I(129)･(130) は ,2-15FL に於け る hepta一及び･

oct.lachloroqrとlohexane の吸収 スィ クトルを点 し

I.-BHC̀雇E鹿 の際の不純物の腰智を除去する方法を述べ

丁ト -̀ていlBo又 鎌田等 (110)は祁1'hL法に よって郎 屯度

∵rBfICを鹿 する方法について研究 している｡十

･ scLTRCrlIr品 等 (1･J9)に依山王~lifICを氷暗中七

重鉛と処f!B Lでべ ･/ゼyとなし之を硝化 Lで m-di-
＼

nitrolicnzeneを得てmethylethylketoneと反応させ

て襲赤色を生ぜしめて分光学的に判定すると 5iLg の

｣ lHICが定立可随といはれ,lioRh-S血 LT等 (0.3)は

この方淡に伐う七 lindane､を気化ti･しめた室内の室

糾 'の lihdapeの定立を行った｡耳 GoRいO-～-(7O)

は BI耳Cの過マyガγ酸 カ.)叉はNi二n-prbpionLlte

処矧 こよって塩滋を故山せ しめ色素の脱色によって測
定する方法 (十般塩素化合物に適用可乃Ei)を発表した｡

ノ

奴tに PLI.r':LTl'5(167)は B_HCをアニ̀リソと処撃 し′

キ後五酸化,(.fジサムで酸化すると51OmFLに最大吸

収を有する紫色を得るから之仁侠って分光学矧 こ定盛

する方淡を発表 した｡与の外 SmoN等 (209)はラ ,

マyスペクトルにようて liHC混合物甲の ).一異性体

を泣出する方法を示 した｡､:1

恥にJJ-I近 CrîTO(42)は同位元素 C136･を含む γ-

BIIC を用いて稀釈法 に よっで 811C況合物中り

γ-1ilZC を正抱にLjaliiす る方法を発表し<いる̀｡又 .

sl,】･:I- 等 (2･73)は IulC 拙 休の2成分系の融 _.
点図を示 し軌点降下による yLBliC の定故法を示 し

た｡i.'.IDl)T-1M C･況合物中の ､B事fC及咋 Dl),T

の定星に関 しては前述のⅠIATlltISの方法.の外Pl'･:RKでY-

(1恥 -WrFJBER(2140)(241)の聯 如猛 る｡

po由血 (172)は洗瓢 軟膏中り γ-Bhc ポ.一手

pグラフ法による定量法を示 し IioR･V-加 ry(91)は

土賂 豆の中のBHCの定量にScM_一･:CさⅠでRR等の示し'し

た方政を通用 し Tuffs(23i)は牛乳,牛肉胴訪中4):-I
γ-riliC.-をアルカt)分解 して得た~trich_lo{ol)enzen昌

の紫外枇吸収スべクlTルに依って'定立Lアこo

副産物の利用 : BIIC の精製の顎求が苗まるにつ

れて別荘物 (無効成分)の利用が望まれるが柑 こ旺口

-され季文執 ま見当らない.I)- ?･車 ･(54)は放粁

塩化アルミと,.作土ケ才i化学 (SO)はアルミニウム又

は鉄と,天笠 (4)は液態アンモニアと加.熱反応させて､

tri車iorobPn妄ene二を得る方法を提案 してい.るO大阪昏

吹込んで t;ichlorohenヲ車 を 得 る 方 法 ( l r, U ) ･ ー 及 び

こ にゝ得た tTichlor9benze 垂 e 妄 執 こ 塩 素 化 L で 4甚 -

化及び 6塩化ぺYヤゾえ得 る 方 法 ( 1 6 0 ) の 特 許 と E隅
し ＼

1124 ,

､ - .

!コi

している○又防虫科研 (27)は BHC 異性作況合物 ･̀

に盗鉛等を作用さ壷てベンゼンiこ短く方法を投薬tlて

~いる｡

せて用いる方法は1947年glより Iin-danPについて粥 ･

みられ共用に映せ甲 Lるに革うでいる6そ甲気化型式

には嘘々の胡悠剤を用tJ､て煤煙とする方法 (51)(97)

せる方法 (17)(84);或は紙,布等に塗布して?･IT温気J

化させる方法'(28)等がある｡この室気中に気化 した

･liDdane■の定立にtま HoRNS･llでTA,ゐ方法 (93)があ

るがiJZ在米国に於ては1g/15,000-20,000cu.ーft./day

を以7:安全駁wt.として劫定 している｡一方この気化し

た･-1i,ndaneわ殺虫劫束に関 L七はイモ.くェ (50):,･

≠ブリ坊 (136),.貯殻告虫 (llII'),､羊毛捌l(135)

(232)等に関す る結果が報告されでいる｡.一方射 ヒ▲

lind_ane?有用動物に対する冠性に関しては鳩及びカ

+ I)やに及ぼす 彪響 (137),熱帯魚 に対する好打

(198)等が報Jil･されてい草o

寵に れとは別に IiH-C を添加 した石鹸及び洲性ベ

イレートの殺虫効力が読さ)咋 いも (65).

ー生物に及ぼす影笹 :-B̂ cLE-(13)に依ると新たに分

縦引 Lた BHCの q異性体は 4校の長軸 こ対して磁

性を示さなかった｡又 Jくr蕪 Ⅰ･hlmLpll:lt(182)にlJt.
ると mIC の部分脱塩駿 によっ七得られた3校の

占entaChlor∝yclohexeneは何れも■4校の成虫に対 し-ヽ
Lて憩性を示さなかった｡

rlliCの各校のEL=虫に対する誰性に関しては今超に

′も彩 しい数の文献があるが今回?抱閃からは次や様な

-_ものがあげられる∴ 光づ衛生告虫とtては ィ.1.,(ェ

(49)(79),コ｢キブ.)I(25)(226).Lコdモジラミ(225)

等がある,佃最近 BHtC T=対して抵抗性を和する良

虫がLlI現 し この間題に:3いてはイ工,,.エ (77)(168).

5'Tヨウジヨウノ子L (242),コT,モジラミ(251).〆ニ～
(245)等に?い七研究早手ffC帥 ている｡

/ 叉選果告虫と̀しては塩草 (197)(229),甘諜(L'Oi),

馬鎗苛 (121)I,t落花生(169)害虫の駆除法が研兜され.I

ヨトウムS,(227),ク･?ゴi〆ラヒトリ(103).そ､′

芸'.崇 ;;霊 p2芸蒜 芸票 票 .Gc'R孟荒言㌫

粉する方法 (14)T.雄株する方法(105)/土鍛ILりこ混 入
･する方法l(194)等が試みられていもo

m IC に ~よ る 貯 敬 芋 虫 の防除 に つ い てPAh-KIN(161)
は 甜 如 こ よ る 牧 繭 に紅接牲 M を 避 けている｡-1J-
石 倉 -(101). IT･76'(96)ーは ソ ラ マ メ 了-ゥムi,.枯木

I(239)′ほ 17･_ヅ 轟 ウ ム'S,l=つい て 試 験 している｡l叉野

･ 申 (155) は 水 産 物 乾Wn7., 福 地 ( 6 5 )は毛織物tlf出
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の防除に 〉-IllIC を用いて粥放した｡この外-ジラ

享(138),ilSiJlの ミツ,.'チ(5)苛に対する彪町が,示さ

れている｡

Jl)twT.F,TT(88)は mlC とpjpcronylhutoxidc＼
との関'旅について研兜L lく̂th･11･̂･1･71;n(173)は甜冊

TJ.次と ､nHC'との況剤の効-J)に及ぼす形掛こついて

m･兜した｡､困こ､BouGtISTl(29)は BIiCの効力と温

/ 蛇との関係を.･H.ADAWjLY.I(75)(76),Iiop如.8(90)

及び ĴRlFSON◆(106)は BHC,-その他の殺虫剤の効

･)J･の現存性に つt{{比較検討を行っている｡

･ 没前 性た関しては井上 (100)が粗fuTCについて研ノ

究した結果そ'q)殺田カはγ-heptachlor甲yClohexane
に?.r,･く布を耽認した｡RiT･:NSCrtNr;TrHm (178)も亦引

杓い'て 11ⅠIC 及び近縁化合物の,,'クテリヤに対する

･作月Jt=つ＼二て研究している｡-l二__:~-_:二二 二_I:-.I1I--;三幸三 ;-T三 三I:::_-:=一三

阻告する串を示し.較h等 (193)は大坂幼鶴の生長,

小林(113),ĈvAzẑ (33)は小変の発訊■JA叩do空

等(!0里 城 取疲ら発靴 癖 を印 す1}IIC.の
壮齢こついて研究し亘いる｡又 IloNNTl=M̂J的N 等

(24)は IHiCその他の殺虫剤の数種の栽培柄物の発

芽生長に及ぼす影野を研究していろ.SclrOJT.7m(200)

は玉#.苗の僻の軌胞分矧こ及ぼす戯評を研究し七い.

る｡IBF.ltTOSr(21)は一γ-Ⅰ‡liC-の薬告作用の現作を

研究し,'slhlK'TV■川(203)は BIZC の松柏料机物の

栖執こ及ぼす影掛こ?いて研究し･ 分解産物の tri-

chloro1,eさ-Zene.が特に存告やあると結論している｡

一方 おIICこの味.具に及ぼす腰掛 こつい七は

V!LJu"̂ D苧(237)は,けナに対する発雷,味に及ぼす

放熱 ま殆どないと云つ,ている･O然しながらHAYŴ RT'

(80)は落花生･SoM̂PF:(219)はコ.ア豆･M ĉLT･NN

等 (1215)紘.RS鈴召.石舟(102)は放校の栽培栢伽こ

?いて J3'liC.tこよる汚染,臭気の残存･.食味への戯
画等について検討されて居り,更にJAN'.:SON笥(107)

は γ一乃hc 欠摺 土熟こ生育した腐鈴音の汚染にらい

て托 Jd'･している｡.･
lulCの人肌 抗等動物等に対する亨琵性に関してt羊

矧こ多数瑚JLl.'･されているが,riJ･:Ttq等(18),Ĉ110Z,/･T

(32)/T"otnT(230)I･1加 "滴 (L'31),白川(206)
呼は和々の動物をlf)いて lHIC その他の投dl刑の詳l

細な号泣物学的研究を行いその和也を比校放肘している｡

C''Hm符は IHIC解)pWLllこの光雄学的研兜を行｣､そ

の+lll/.J'J:川について諾論じ(40),,/1,㍗f･r･)'火脚七の桔HJ1-,

兆ソJI1:JLJを研兜(3日)している｡M '̂yI･･･rt等 (128)紘

ⅠizICの性性Tul.班,F･uNWT.:T一等 (G7)は特にPR性

休の恨性捌JLt二つ～.て研究している｡I

(′

i

Pf:Tt'甲N(16i-･)は家諮川として,T‡ITCを他用した

場合について孤t'..･･し..JoH･Y呼 (loo)は羊に対する

FLk性を調べn-､る｡一方 D一･YoN等 (51').tiLF卑び牛 ~
小胞ニーmIC を肌 ､た吻合のチJガの汚決を調べたJ.
A!にlIHC による特奴 と疾瓜に対する効果 (205),I
貯凹将除剤としての効架 (95))が鹿懲されているが- I

方故壮剤の不活性 化に閑与る報告 (r38)もある?･叉

13HCを汲鼠剤と七て利用せんとする試みもある(46)a

RI品･scI,'NETDFR(18?)′は BHC 異性体を阪足質

いる｡叉 ScJTWA点21(202)は アーiiHC被毒の蛙の光 ､

敏感性にらい細 雪 (.る｡W空 fI'(2-39)!=依ると
l叩Cを佐用するとフジツゲの附着を嘩ぐと云うct文一
mICを噴顎した場合の爪(15),金魚(48)一に及ぼすサ ㌦テ
好守が相1日･されている｡

γ-1主H亡の生理作1mこ関してGov̂7･:'tT等(71)紘

放射性韓の助けによって以の肝臓の塀胴体に対する

Jy二ⅠiHCの影坪を研兜し.Gl.:ru川TZOT･.11･呼 (69)はI
BIICによる耶乳動物の和地納棺卿こ於で.)ボイドと試

白質の桜合体が分烈ナる叫を77.･している｡nl･:htN(20)

は BfTC を阜へた比山に放ける即.TLの汚物;作川の変

化について研兜し.内野等 (235)もlHTCを与へた

I:ヰガ-ルの鮮訪;作JHの変化を研究している｡

-inositolとJHCとの開脚こついてはγ-BflCを含
む餌をざキブ.)に与へた均分JR止の･D.･csO-inositol
を同時に加べろと抵抗比を即すIJfが棚告されている.
(221)O又JiUNIIoI(.'!0)はγ-lHIC,hcxamethoxy-
cyclohcxnnc, hydroxypcnhmCtlloxycyclohexanも
?3着による班招作FTJについて研究している｡

ATuはTROFaO等(6)(7)は IllIC4R･性休の昆虫外

皮の透過作用を研究した姐 肴異性体がとF)あげられ

る矧ま前祝溶剤に如す酢解兜のl頃 (8>γ>a>β)で

あるが外皮を透過す右のは与 BHC がとびぬけて多

い串を示したO,

山崎等 (248)は.BliC等のカブ トムt,菅脈管に対

する作用を胎動段械曲税描写法によって研零し,BHIC

は長時間作用させでも胎動に著しい彪轡を与へなかっ
たら一文 米桝相応恥ごっいて神脚 即批こ及ぼすi･旨智につヽ
いても以著な作川は見られなかった.

BHC 関係文献集*

(1) A(ほmek,J.,SnlOler,1二: 殺虫剤GDLポー
ラログラフ的研究･ Copgresslof.practical

Jpolarography,Bratislava (Slovakia)2,′̀
_18-9(1952);LAml.Chem･24,916(1952)･

I(2) Agarwよla,R,P∴I)hingra,D.R.;Kapoor,

*通常韓が国に於て入 手 し難い文献に,D,いては
Chemical†Abstracts の怨,妻 を掲げ､た.丁
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C.A.46,1205

(19) Bell,L.:IIHC(製造)米持許 2,572,.℃02
～ (10,23,1951);C.A.h46,1703 一

(20).Berim,N.G.:BHC及び DDTで処理し

た昆虫における酵素の活性の変化. Doklady
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紫外映中の Allethrin,DDT 及び Ii_IIC.
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~ 47,3510
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acad.agr.France,38,164-7(195.1);C.A.

､47,815
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(Gernbloux)7,81-10白く淵51);C.'A.46,
6970
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46,7949 - ′
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虫容辞. 日本特許山桁公Jdi昭 28-2000(5,8,
1953) r㌔-

(29) ⅠlollguSh.p.p.:温度によるBIIC亨琵性の変

化.I1)okladyVsesoy_uz.Akad.Sel'skokhoz.
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(31) CalintL'aT?rtG･･Kolka･八･ノ1･,OrJoLr･Il･.

D･:mp14:-,Oの hexichlt,rゲyClohcx･lneの

(32) Cardzzl',L.:投出弘 一殺筒瓢 ′除草剤による一

p 中温 Foh'a･W9d･(Naples)33,97-117(]9L-,0);

七･･J叫 t､CavalZa･.L･:- bJJt変- 加 i- ･_:'̂ ttierehz･ace.Ttd.pu只■liescscil7,170-

85(1lJ射J)Tc.A..45,tq71lJ

(34)CIlakm l,Orti,S.:JHIC の紙に及ぼナ影瓢/

I･(a･,,-TljI-anB霊.･?,lilLg2::5Fs:hBi19C41?e'm霊 hAe':,:I･.,4,Sic::

/ 6/heptachlorocyc.1叫exane･､左肘を詐 Sr'1,863

(i,29,1tlr)3);C.A.47.6087

･(36) ツユニ. I-,･s土･)ソデル ゾエソ:エ卿 勺純

γ--キサ ク77ル5'pクーァ-キサ./を狩る方法/日

本特許山田公Jjil 昭27-2671(7,18,1952)

'(37)､■christopher,D.ll.,Spear,P.I.:.通気室

内へIi泣虫の lindanc を気化させる方法.栄

鵡許 2,541,/637(2,13,1951);C.A 45,353旦ー

(38) Coper,li.,Herkcn,IL: ruIC による竣

壮剤の朽性 の波先. N.ltur･､VisseT)SChaften

38,69⊥70(1950');C.A.46,-2181･

(30) ‡｣ ,- 1 KIcmpau,1･:'p及び γ-I.mC

の桔抗仰 Jと共力作虹 Klin二W･xlhscIIlr･苧9.

264｢･5(1951);C.A.･45,7700
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脱塩憶の動力学に及ぼす桝液組成のB3押. J.

.Am.Chcm.Soc.74,15T)8.-60(1952)
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Compt･renこl･S(℃･.hl'"1･144,4(1･O-(;l(ln.,'0);
C.A.45,6741

(48)lDarsie,R.F.: 金爪に対す,-J7)I)T 及び､

1indane 唄等の即 ?. l',roe. Ne､v lerscy

-Aios.,luitoEx'tcrm/Ass(,(:･39,17･-,-8(10･-,2);
I -C.A.47,2fllJt-)

(4!J)一l)clongL.｡.M.,Jhtu.qh,G.M.,I.C.1,ji.C.:

イ干,;.Lに対する政和･:のすJ個 別 !?相i''f･t4'の1,5の ●

･環田苛性の此校.J.1･:.l･:.45,.'比トTJ(lt)32)
/

(T,o) D.･C:kc･11･'1･,MooTe･G･I)∴､川lsen一一叫
W･L:イエ!,'Lに対する気化した放射 ヒ卿 ヒ

水菜殺虫剤の影瓢 1･7;:.･･E･45,722-5(lfJ･'･2)

(T,1) Dins【hle,T･AT･,lTolmcs,P･DT･,●ATartin.I

P･R:'殺虫剤のvtlPOrとしての分散･･榊 古詐
′2,557,814(6,1!),19.･'l);C.-̂二45.'10m

(LI.2) Dixoヮ･S･ll:･･Ir､'inc･0･R･:乳牛及びLfi

小凪 こlin(hn.C を仰 け る印によるチーズゐ

yll染について.Ⅰ叫't.l･:nt.S占C..onhrJ.01950.

-- 102⊥3;C.̂ 146,21127

(.r73) Ijo､vCl一cm.Co.(S'wliく:,I.Al.):巴及びヽ
:典を改良 し γE弛 附 こJlJ'rむ河分を柑 る為の

-BIIF 処理. 米特許 2.{)671,031(9,4,1951);

- C,A,46;､4566 ･ 二

(54) .-- (Alquist,I F / .N . , Wasco, J..L.,′
Kauer,K.C.):多 坑 化 シ ターーr-キサンよt)珍

/

塩化ペソゼシ人の抜 n ad ･賓 挽 .米的詐 2,5t30,441

(10,2,10.IJl)･,C.A . 4 6 , 4 ･')67▲

(.rJ.I,ト ニー (- .m ue r , ･ K C .I ) :. i･-mlTC の光

･化判 勺耶払. 米 的 許 2 , GO O , 868(tq,12.10･r･2);

C.A.47,266 ､

(56)_･Edel'車 n,N･-M･ : I ) r ) T ･■JJltC 及び
~dichlofoethaile の作 用 に 対 す る ･13.ihdium

-glandiltim_ゐ生理蛍的反 応 の 特 異 性.Dokl;1dy

Akad.I,Nauk -S.S.S . R . 8 1 , 1 17-20(1951);

'C.A.46,3205)
l

(LV) F_】y,1ミ.冗.,Moor占,L.A こ , 一 M ann,H.D.,

C;lrtCr,R.ll.:和々の弟正の結晶 lindantの

牛乳小のlindanc氾喋に及ぼす影野.,T.DLliry

J 127



ー防.虫･科L学.

- - '∴
◆＼

- . ■

節 18,毎

L ′
J

.sci.35,733-7(1952)iC.A.17,207-1

(r)8) EthylCor･p.(Kolka,A･J･,9∫loff,fI･D･):

lllicの光触媒的製造法. 米特許 i2,558,363

(G,26,195ユ);C･阜･46,3074- 1

([,!)) ｢-(Orlofr∴tl･D･):IIHC(異造)･̀米特 称

.2,559,569(7,3,】951);C.A.46,1036'-･

＼(60)′･エシル･.千-*'･レーション:-キサクアルシナ

＼ p-キサγの回塀方駄 日本特許出析公館 昭

(73) Gri;on,P" VLentura,-E･,,.Viel,G･:或る

昆虫わ駆除に BHC-の位札 Compt･.rcnd･

acad･agr･lFra蕪 36.566-8(1｡50);CIA･
46∴2743

(74) Gwnnelo,n-Aul,aneI,G･:一Rl_ynchitescoerり二
:leusに対する 13fICの肘fJ･Compt･,rcnd･L

Iacad･qgr･,Er･､37,314-16(1951)･･CL･A-･
47,4023.

27-5130(12,年,1952) .(75) Hadaway,･A･B･,BarloW,F.:･乾燥車に

'Gl'･:cl.tc･:tB話 芸憲 'p:iyDt慧 h.BlTgC,I.3 '警 - (76,

2(1952);C.A.4_6,.6312

647(1,10,1951);C･争･'46･-9245

(63) Frediar"I,D/､:有機合成殺虫剤7)馬鈴茸の琴

･ 芽:tこ及ぼす影y･An益･Y;colttlagrチr･llniv･

Ⅰ-isa10,-67-77(1949);C･A･45,J8191 -

(ui) 玖雅 浩･木村宏･中島稔~:γ-B/lICの定電位電

∴ 陥並びに稀アル3--ル満液中の敬意ベジゼソの

SL!Li･班について｣,防虫科学 .18,51-6(1953)

(UL'!) ThlJ的 二 :毛織物告虫駆除と新殺虫剤･紡織界

4],292丁8(lOL-70) /

よる同形殺申剤の吸収･甲Llture197,854r;19声V

圭 .･｣ : 殺虫剤の乳剤.Ⅱ.合成殺虫剤

∴ の持続性tL=及白さす因子･iBull･Ent･二Research

/43,281十311(195.2)-_;C･A･47,2･r-,4

(77) Hah.;ens,E.J.:残留殺虫剤によるイエ.くェ

･ の駆除ゐホ成功.T./E.'E.46,･246-48(]953.)

-(78) Har･ris,T.li.:,殺虫剤巷望品.CD分析に分配ク

ワ,マ･1･グラフ法･Adv争PCeSinChem･Seric･S

I(79).lZarrisoln;k･A二:イエJl'ェに対ナる IilIC

現法の試臥 New･J占alan'dT.Sci.a_Tech.

: 34,No･2,134｢8(1952);C･A∴47,29241

_､ (80),IhyJVard,亡̀ A.W.:-B王iF卑び DDT乳

(66) l･lultonP1t.A･,LGehr叶 R:p･,~su.llivan,

lV.N.:･慨閉岩内で lihdaneを脚 け る方法
ー､

の効力の比較JT･E･虫.45,,519-i(1952)､

(6-i) FulHVel,J･iDufrezioy,J･:･鼠に対する'I
pIBIICの慣性劉生.Cong'r.intern.path.

Compar乱daiMadrid)6,117-23(1952);C.A.

47,3463 . 'ヽ
(68) Gcminoy,N･･Ⅴ･,Shvartsshtein,IE･Ⅰ･,･

-● panin'R･T.:､BHF堺末の添加による､石鹸

′ 及び油性,iI(:I )-?殺虫作用･ Giをiehai
S.lnit.J951,No.10,41-3;C.'A.46,2227

ユ､ (69) Gerebtzoff川 Ⅰ･A･,Dali占magpe,Al･T･:
JlilICに搾る明乳動物の毒性試験に於けろりポ㌔

イト 蛋白質複合体の分級 C?hlbt.rend.sot.

-'iol.ー144,1570｣ユ(1'J50)■;C:̂ ･45,7243-

(70) Gordor･;11･T.･.:塩化物の静立蟻故比色定蜜

ぬ ,埴対 ヒ投虫剤へ甲応朋.Anal.rCheふ._24,

･ (7,-,-8GSo7:aeG≡t'S:95,㍗ ,allemagne川 .,,':,Gere｡t,

∴ zo町 M･-4･:'放射性燐を利用した肝械中の燐

弼体に対する-如 HC,の鹿野'6研究こ Bull.

Soc.thin.hiol/33,1277･丁81(1951);C.A.

46,6263-■
(72).GranTer,C.,Thiesse,X.I:BHCの e只ノ

性休の クIp†トグラフに依る分離. Compt.

rend.232,2456-8(1051);C.A.I46,917
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剤の直填噴掛 こよる落花生の汚染, 一T/Sci:i

F9odALqr･2,521･1,7(1'Jt-,1);与･八･.46,3678

(81) HeinzHIturyChemischpFahTik:-無脚1.L

､典のBflC.独特詐 806,6.10(6,14,1951);C･̂ ･

45,892(i

I(8J2) Ilena,d,一事,･.: Hexachlorocyclohcxane(綜 -

1 説)_Industrieehimique39,139-41(1952):

C.A.47,1322 .

I(83)･Henkel:&Cie,_GL.m.I).H.:BHC(朽劉).

二独特許 814,000(リ,7,1951);C.A.'47,㌧3342 ′t
(83) Hensill,G･S,･,Leland,S･J･: 昆虫駆除

糊 Iindane気化器.SoapSanit･Chem･28,

No･11'119121(1952) ＼

(85)･He_Tken,IJ･,､Keivitz,lT･工Klempau,Ⅰ･:

BHCによる強壮剤の不活性化.Arch.expu.

Path. Pathol.Phrmakol.215‥217-30.

(1950);C･A二46,9710 t一 一･

h(86)'HerkeAn,-IH.,p-BfIC に羊る誘掠鐘轡放電

_の抑制.Experimentia8,432-4(1952);C.A.

､47,3464

(87)◆HeWlett,P.S.; 殺虫剤の活性化の比較.

Nature169,844-5(1952). .

(88) - :貯蔵物告虫駆除用7)罪拙PLi署剤成分とし∫
ての piperonyl､hutoxide. I.13ull.尼nt.

ReseLirch43,21-32(1952);C.A.47,260

(89) 保土ヶ谷化学工業 (比奈他, 野村,鈴木):′- -′
､

l
_ ＼ ヽ
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キサクIIT7シクT1-キサyよりト1)クprlペ ソ

･ゼンの即iil.lh･円木的m L明 公介 叩27-;'･361

(12,17.7lJ.T_))

(!10) HopkinS,L..Norhm.L.ll.,Grysco,G.

C,.: 和紙の収矧 こ於ける殺火刑功狂の相即 :.I

1.冗:冗.45,273-3S(19.-'2)

(!)I) 7!(wn_stein,Ⅰ･･･'豆及び二ヒ酬 7?粗 In C の

',?丑.Anal.Chem.24,1036-7(1952)

(92) ニー _:nfIClこ閑すさ報館 (分析)･J･As S(下･
oLr.Air.chem.36,･577-9(1953)

(93) 二二 ＼sullivan,W/N∴ 峯気中の 1in/dane

の定立.Aml.Cherm.25,496-8(1953)

(04) 〟(1Skins,W_H.,Wilt,I.AT., Erwin,

,.W.PR.:●lihdaneの生物試験. 化介物と供託.i

･ 昆虫の接触に及ぼす因子と勉G/Aの控空尉ヒ法∴

.Antll･Chemt･24,･555-560(1932)

(p･I,) Ic'ndle,L,Schneider,lH･ff･.:墳虫駆除剤

/としてのhBllCの+Fttik粗 Klin･Wochschr･29,

388-9(1931)iC.A.46,.1169

(96)∫Ili;,B.:nIICに依るエ ソドウプサムシの願

除.-Zashtit.1Bilja195),No.5,32-8;C.A..

46,5777 ′

(97) ∫mperialChらmicalIndustries(Gi仙 s,J･･
cunrli'nqham;W.T.).･熱に依って気化する

_ 殺虫剤.判 音節 2,606:85S(8,12,1952);C.A･

46,11567: ､

(98) - (Bu- ge,L･J･,.S.marl,T･C･):y-
BliCの分離.米特許 2,553,956(5,22,1931);

･C.A.･45,7142

(99) イソべ1)アル,ケミカル,イIZダストリーズ:

ll.rt ,;':-,芸

人キサクppシクロヘキサンの製造に

艮･日卒特許山田公告 昭2714722(ll,14,1952)

(100)井上訊93:lm Cの投田カ.柾物防疫 6,350

～51(1952)

書

節 18,啓 一
-~し

γ袖ⅠIcに伐る-.)ガネムシ?駆除,魔物や頓 .

子梁抹法の発達.An71.Appl.Biol.38,121

-34(1951);C;A･.47,･258 ＼ I

(193)-｣,Peicoci=,-F.C･:粗 fiHCの土酬 1た ,

放ける棺涜性. J.占oc･Food今gr･3滴 こ由L-

(1!).-'1･);C二̂ :45,5767-

(107)一二,一二 と工業的 rBHC叉は純 }′こBffei! L

で処理 したこhj蜘妄生育した屈琴芽の汚染･∴ J･
soc.Foo〔lAqr.4,102-4(lf)53);C.-A.47,､∫
5606

(108)Jaunin,R.,Germnno,A.: 'シタロぺキ耳 ､

罪性帆 llelv･Chim･Ach 35･392(1952) /
(109)lolly,r).tV.,Iてnn'C,(..1.:llHCLの苛性

.vet.Record62,377-LJ(19L'JO)･,C..A/46,6315､､I

(110)錨El]仁,'凹.書儲 之 :郷外粘液 収7.べクト′りこよ

/ る容丑分析･祁Tr班 による71J'孤児 .J′-THIC･の

･態丑.分析化学 2.113(101'h'l) -

(111)加援軍排 :-キサクT7ルIyクTl-キサyの部近

法.日本特許El順1公irT'･昭2514372(12,16,1950).
'日本特許Iqt号 lSTOI)･1

(112)蛭err,T.W.:肘 毒性昆Ll!の幼虫に対する放

校の殺虫剤の効九 T･E･F･･､甲,493-日(1931)I

(113)小林源欠 :bITC 粉剤の泣虫効力と′炉 の発

.劉 帳 カとの相関について.防出科学 17,19⊥

27(1952)

ー(ユ14)Kolka,A.I.,Orlofr.17.r).,Grimng,M -

E.:rlIICの2新bri他作. アメリカ化学会

〔Org.Diy.121stMccting,Tlllfralo,New,

york.(March礼 n-･2)〕lごて苑東;王大岩氏 `

･ぺの私信, 1

(115)河野連れ l貯穀瞥虫敬喝の y-BHC H･tスに対

する抵銃丸 防虫科学_17,153ニー6(1952)

～ (116)栗原康雄,宵原鉱太郎,介田福太郎 :rruIC

(101)･石介秀次,尾崎串三郎 :ソラマメゾウキシの窪

･卵塊･'止に放れ た B王iC声吟 作用･応用昆虫

7,33L-9(1951)

(102)-1 --i :印判雌のiWi.る■M IC 水和剤を械

和した作物における rHIC 典先の試作及び克

. 妹について･防卿 岬 17.75-82(1932)･

(103)伊雄花才声:-クワ='マダラヒト.)に対するDDT,

lH.TC糾 し刑の有効池矧こ閑ナ79考窮･'防虫科

学 17,85-!13(1!JL-)2)

(101日 .lm C50n,ILR∴ M.lCCallan,I:W.:γ-

TlH C に 伐 るFTI子糊 ミゐ穀物の発芽に及ぼす彫

. 印 . N .lturC 167.4lJO(ll).-Jl).

(LOB)･- . ･m om ns.･F.T.I).,T耳mincr,C.C.:

のポーラt･'rラフ法による研屯放法.エ化 53, ′

40t)～ll(1930)

(117)Lcch-ChcrnicGcrstllOfcn: llHC(J製造).

･弧的詐 81L'.787(9,3,n')I)I:C.̂ ∴47,3341

(118)- :HllC､を別 け ろ岨対 ヒE-転成物.独特詐

_839,352(iI',1tJ,1952)･C.A:47,2細 一

I,(lrJ)Lehman,A･丁･:第品が食即 柑n物として節 --

-可されるか否か摘 物学的理由･Ass竺･FO-od
-andI)rAugoflicialsU.S.QuartニI3dl1..14.-

-82-96(1950);C.A.45,3518

(120)Little , , C J. A . : - 動 物 醍 醐 桐 中の ･DDT-

'rm C の 分 析 法 . V e t. N e d .45,4801-2(1959);

C . A . 4 5 , 3 9 18 r

(1 2 1 ) L lo y d , G . W . L : I..; 鈴 顎 劉 !に研 一る殺虫剤
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二の試験
.J.
F_.
E.
44
,
613-4(1951)-

(122)L6ritan,
M.F.:-
キサ
【
クPpシクロ-キサ

;ソ異性体の光学的,
稲造学的性質
.
Schweiz.
mineral=potrog.Mitt.32,111-59(1952);
C
.A.
46
,
10772

(123)Lurie,T.
B
.:
殺虫剤製造の際り職業上の随一＼

-
脚を哲
.
S.Afr
icanI.'
Clin.
Scl.
3
,
212-33

(1953);C.
A.
47
,L
r:)605

-
(124)Machul'skli,
S
･N･,
Khudyakov,_
M･A･,

Ele.seev,
a
-
山
.:
BHC粉剤に石炭洋の利用.

-Veterlnar
lya29,
No.
10;38-9(1952);C._
A.
･▲47I-2925

I(125)MLlとLinn,W.A.,Feed,_J.P.,Ca血pbell,

_JこrC.: 前板殺虫剤に伐る.Lr3鈴芽の臭. Am.

-pottl.tOT.27,207二18(1950);C.A.46,4141

(126).Mtlrkc,D･J･IL,Lilly,.C･Hて:殺虫剤を

'分散させる為の煙毒T4発生裾 J･Sci･FoodAgr:
2,.J36-65(1951);C.A.45,ph5S64

(127)松井造作,上田..i7.班:分配クT77 I:ダラ,?法lS

よる γ二BIiCの定･,rdに及ぼす.a-heptachloro-,

C:yclohĉ･Aneの好執 こついて.工化 56,87-

.8(ltJt')3):

(128)Mayer,'K,′Scllkc.冗.:l接触殺虫剤に依る
し恨性iLT･性･Pharmaz亨e7,117-20(1952);CA･

46,7277

(12n)Milone,AT･,lioiello,E･:-キサクPPS,

∴ クp-キサン試琴に於ける赤外税スペグ'トル分

･･折 操 作 に及ぼす不純物の膨響･Chim･.anAl･
34,,1約-92(1952);C.A.46,.11014

-(130)rT･⊥ :hepta及びocta,chlorocyclpムexane

対 州 の赤外蜂吸収スべ身LI"レ･G_a,zz･Chim･

ital.82,･79-85(1952);tC.A.47,ー96 6 1

(131)見旦朝正,･福永･二大 ::クーP一マ-)プ ラウによる

γ-I3HCの定量･▲良化-等号!24-7(1952).

(132)-T ∴- :･分配 ク.7ア トグ妄L7法によもγ-

1.JHIC.の･a払 杭物蛎疫 6,1249-52(1952)

(133)Mitとhcll,L:C.:髄紙 ク｡ '711g'ラフ法によ

る祁磯塩封 ヒ殺虫剤の分離砿 認･,JT やsS0C･

'p.OLr.Agr.C,hem.35,920-27(1952)

(134)湖 (∫,nnier,P･,､lミocsgcn,L･,.Monnier,R･:
-キサ~クTIPシクロ-キサンのポー,テ ログラフ

一一イの研究 Analyst･chim･Ac_ta(Amsterdam)

二 4,_309-21(1950)

(135)Moor,S.,SIVeetman,H.L.-:シ ミ祝の駆

除と取絶.J.E.E.44,770(1fJ51)_

(136)- ,I- :･′4柘のゴ妄7:リに対する気化

/ lirldaneによる実験室及び野外試放.T.E.E.

- 45,6.55-7(lf)52)
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(137)- :ー1indanevaporのカナ1)ヤと鳩に及ぼ

す影野.I.E.E.45,1092-3(1952)

(138)- ;lindaneによる-ジラミの防除と取組.

PoultrySci.31,444-7(1952);C.A.46,'

11557 ∴ /

(139)Morozov,tN:A::thlOdipheny-laminc,DDT'

及び BIiFによる養魚池の処理試験.Ryhnoe

Khoz.1952,No.6,38-40;C.A.47,561ひ

(140)Moynihan,P.,･0'CoIJa;P.: 有機境栽化
亡【i

殺虫剤の分析に頂紙クロマ1-グテ フ法の応m･ヽ

Chemistry-& Industry]95),407;C.A.45.

10205

(141)Munchberg,P･:BHC製剤で処理 LJ=収比～㌔
'物の-A,~妹に及ぼす腰響の原因.Z.hyg.Zo札

S?hadllngShckampf･38,136-44(1'J･''0);C･●

A･46･ll.,543 - ′ ･

(142)｢･一二;_BliCの不純物の化学.Anz.Schad1-

- ingskuhde22,116-9(1949);C.A.46,115･-ll

(143)- :BHC臨未の製造. Chcm.Ztg.75,

285-88,308-10(1951)

(144)長岡駆虫剤 (今木.苦闘):-キサクロルシク

ロ-妄サンの合成装IR･.E]本特許川願公館 ･哨

-25-.4374(12,.16,1950)∴日本桔詐番号 1甲04･I･

(145)中島稔 外 :,DHC のか ヲPtラフ的研兜.

:St,ornikm甲inar9d･polarograf･jjczdu･

i,raそe,1st.･Qongr･Pt･J･T173JJl,(1'JSl)

(146)- ,望月安行,枚村陸,菅田敏郎 ;'lllICの

放電合成に関する研究･ 防虫科学 17,6Tlo
(1952)

(147)T ‥汲矧 こ伐る右挺化合物p合成･T･IiHc■

-の汲唱合成･石板合成化学協会誌 1_),12T,9-61

(1953)

(14!)｢- :13HCに関する研jtA'L･' 京大良学部由要
., 65,1-61(1952).-

(149)Neurath,F!: 抜取殺虫剤の研究. Chcm.

Age.1951,_L3th,Oct.

q50川 本化成･て環膝･:臥 位藤):-キサク占ル

S,:9p空 ナンの製造方法･日本指節山田公告

昭25:3?62(10,9,1950)ノー日本特許番号 186102r

(15'1)- (駒村,横山)･･-BHC粉剤ゐ知遇方法,

日本特許川斬公告 帽25-台618(10,19,1950),臼 ･

'本特許番号 186145 -

(15g)⊥ (梅終,藤田.安盛):7,∴ キb-メロル i,

クT,-キサVの迅速定立喋.日本特許LLl餌 公告
昭26-5249(9,13,1951)､ -､

(153)日豊化学 (望凡 小林):I-キj.クpルシク｡
-キサyの製造法.:日本特許LtI郎省告昭26-
4618(8,20,1951)

t

＼
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(154)臼沸化学 (天TTt.砕恕村,鈴木):-キサクp

-.ルシ木 .-キサバ粗造払 日本相 川 間公LB･･

･昭2T･-4371(12,.1や,1!)tr･0),r]木柑詐取乎1抑 11

(15i'')刑 ･n7三九:㍗-711TCによる水洗物柁軌弘の'Lll

nTZ防除糾放.H水PTi17,401-4(1932)

(156)N･Vi,delhtmf･qchcPeroleum,Maatscl.lappi:

ベy.lt:'y と塩某の反応による nHC.の袈遼･

英特許 660,072(10,31,1951);C.A.46,4729

(157)0'Colla:幅緋及び賊維杜の分配 クT,マt･グラ

フ法による有機塩素化殺虫剤の分析..J.Sci.

･FoodAgr.-3,130-5(1fJ52);C.A.46,8802

(158)大岩伐嵐 山B]良一-,大野稔:.!lHC及びその

関係物門の分子構造.･化学研究所_W告,29,38

-64(19占2)

:(159)大阪四速(赤松,原川):1,2,4-tTichlbrohenzene

の製造法･Ej木特許LLI節会告 昭26-1049(4,13,

19L-ll)

(160)T (- .野辺); -̀キサク- シクロ-千

サyよりγ典性体を袖山せる胡分よ,)1,2,4,5

肇 化べyゼ ソ及び臥塩か yゼンを封轡 る
方法.打水特許Ei慨 灸告 昭27-361叩 .ll,1952)ヽ

-:(161)i'ark]'n,7･:･A.: 接切殺虫剤こよる貯萩物告
虫の駆Wt:proc.8thIntern.Congr.Ent.

･Stockholm 1948,834-7(1950);C.A.45,

- 8710 一

,(162)Pennsylv.1niaSaltMfg..Co.:一Iuit (剖造).

英特許656,457(8,22,1951);C.-A.46,11235

(16?)PerloW,W･-:DDT,mIC 混合物中の両者

､の疋弘法 ,Z.an-al.Ci-em.134,267-73(1951)

(164)Petty,ll.K.,Lochner;f=.ll.:liliC,

･DDT.Chlordan/eftlorinatedeamphene及′

､ぴpa'rathion の煩蒸,接軌 ĵt苛作用の比較.∫
-UnionS.AfricanI)ept.AgT..Sとi.Bull.

No.320,Ent.Se√.No.31,12pp.(1949-50);

C.tA.'46,3207 .

(165)Petunin,F.A . : 家 畜 川 に D DT及び IilI C

のモアT"'ルの 使 用 実 験 ･ V e t色rlnariya 2 8 ･

∴ .No.7,49-5 0( 1 9 5 1 ) .･ C . A . 4 5 , 10171

(166)Pfannenetie h l . W . : I i H C に 依 る冊 m し た

一 党内の燥蒸.7W =_ 学 者 の 見 帆 O e s t e r r . ^ p o t i 1 -

Zt汀.6,1rJ0- 2 ( 1 ! 1.-J._) ) ; C . ^ . 4 7, 8 1 6

(l67)Phiuips,lV ･ S ･ : 苅 田 I i H C の 比 包 袋 笹 法 ･

･̂ml.Chew . 2 4 , 1 [17(; 一 g ( 1 9 5 2 )

(168)Pimentel,D . . S c h w a r d t , l l . H . ∴ D e l e y ,

J.E.:･イエ バ ェ の 殺 虫 剤 抵 抗 性 の 増 大 及 び 出

火.J.E.E . 4 6 , 2 9 3 - 8 ( 1 9 5 3 )

(169)Poos.F.W. ; D ム 7' i n s , T . N . , D a t t e n , 冗 .

T.i13outh, G . A l . : 紡 花 生 の 日 出 即 除 に

一 mIC.llur.Ent.Ill.Quail.,El820,16pp

(19.-Jl)■;C.A.46,214

(170)Porsh,G.:llIIC(恥造)一イ州音節 428,374

, (12-19,1947);C･八･45,low
(171)- : JillC氾欄 旅. 伊的節 463,444(5,4,

1931);C.A.47.4034､

(172)･Possllm,J･lf･.71日dick,.T･̂ ･:沈雅札

取町中の γ-lH.JC の'ji!iiiL.II.Am.PllarmJ

Assoc.40,3.-)7-8(1031);C.A.45,8720

-(173)R'ain､va!.eT･･C･F･･Ivy･E･冗;:BIIC･及

び parathion.の故恨TT次とのJ抑 性に膨符を

及ぼす因子.J.E.冗.43,朗3-8(1030).

(174)7ミiemschnt!ider,lく/:liHG-の㌫性について･

I･ p̂oth･ Zt.q･7,3_18-20(1り50); 7･
･pl,arふazic3,105(10.-,1) ′

･(175)--･一 :qr謂 (-hc.Y.lChlor()cyclolle.mnCについ

て.1.Z.NaturforschunqSb,.'約7-ll(1(Jt')0);

IV.同誌 6b,43-4リ(lfJt-)I)

(176)丁 -:mplqJOのhc･ytlChlor(疋yClohexaneにつ
いて.a-1,1,2,4,4,E;-hex.lChlorocyclohextlne

･の稲造.V.ど.'N.iturf｡rsch.Gb,̀-410-13

Jー(191.)1);VT.悶J.Ti･:6b,33リー40(lUT)1)

(177)- :HcptIull】(.rOCyCIohexaneJI. 所謂 β-
1

1,1,2,3,もTT,G-hcpt.lChlorocyclohcx.lnCにつ

いで.Z.NLlturl｡rSCh.6b,4L'ト 17(1!7.-)i)

(178)TT :,,'クテL)ヤに対するffa'封 ヒ次代水郭の作

用 甘.･Zci-tr..】hkt.Pam主it.Infckt.llyg.

).57,334-8S(lf)･-Jl)

(179)- :独訪;化f･JH<化水rjiの;.2山仲川. EIJCli(lc･<

(Madrid)ll,373-87(lt).-)I);12,33-41,tJl･一

105(1952)

(180)- :多-Tlヂン化シクー1-FIJt･ソの耶温

Aruqew.IChem.I64,･597(lq52)

(181)- :多塩化yク_p-キサyとその近縁化缶物

の化学..Ⅷ-1Y.mp13f)Oの 811311C. Z.

N.lturft-r対､.7b,1･3L-J-8(lワt-'17);.Y.部分脱

-I,ゲy.AT()mt.85,391-40.rJ(1932);Ⅹ1.

-CyCIohcx･lnC ‡糾 批物から粕晶性塩化bJi化水

･諌言1.An只■cW.Chcm.64,30-31(ll).-J2);.YII.

lmp1740の tctrachlorocyclohcl･.lnC. Ann.･

576,94-103(1952);.TN.EJ,I-α-1,l_),3,4,5,61

Ll占xathlorocyclohex.lnC の-J王Li. Z.,Anal.

Chem.136,115′-8(19L-)2);XVI.双磯子乃巨率

1281-84(1952)

( 1 8 2 ) - ,SchuSter,N.,扇ttche.r,近.:役月例

のT.'Ij丑と作Jri. hex.lChlor'x'ydohex.lne と

pcnhchlorocyc.1ohb･Yene.Î nz.Schadlings-

131
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kunde24,145-6(1951);C.A.I46,8318

(183)-1 ･･Fr6mming･E･､:■脱足額に対する役叫 ノ

L剤のft:)7J･･･Ⅰ･IAnz:.･Schadlin垂kuhde24,

106て8(1951).,･)･同誌 25,_186-_9(1952)I-
(184)- ,Claus,R.,SIChr)Cider,II.:屈折計法に

. よる 1,1,2,3.4,5,6-heptachlorocyclohexane

の定立について.Anz.Schadlingskunde25,~

･､89-90(1拡0);F･A･47,4259 I,二

(183)T-.SとMlz｡1,-E∴ BHC及び dien関係 ､

､文献弘 D･Z･二Angew･E一･133㌧及び 34～一

･(1日52) い し
(186) - ;pHC凍び dien関係文献錨.V.▲芦･

JlngelV.Ent.34,(1953) --

(187)1くoels,0.A.M.G.rMcConnell.G.:13H-cI

(割出)ヨ桝古許 678,577(EJ,3,1'J与2);C･A･,47,

817 ＼ -1 .

(1出)lくomano:.E･三､酸性溶媒中の還元による有機

挺対 ヒ殺虫剤あ脱∴げ /･Ann･5-ttaz･chim,･
-agrarlsper.∴Roma,Ser.3,No.38,12pp

(l拍o);_C.A∴45,81白71 .I
I(lSU).T :II)DT,chlo'rdan,1311C一,で処現tlt淵

からCDtオt)-ヴ的中の殺虫剤の含丘.､､Ann.

staz.･cfiim.-agrar▲sper.1(oma,Ser.3._

(lIJO)- : 光税に曝された-fl一拍砲架化殺虫剤の気 ′

化.班.Ann.sper.･agrar.(Rome)7,347･-

i'jO(rJ53);一C･A･47;-5605 ( -

(1･Jl)】くosJ･n,I.,Lltadan,･G.B.:Aγ-Bfi与 の定臥

^narChem･ろモ･817っ･(J(1953 ) - ､
(103)1くul)t'sov,A.F.:･法医学研究に於ける BHC I

の摘 t.AptechoeDel'01952,N o.6,33一軍;､･

･C.A.-47,3186 L

(193).出口治為 山科裕臥 庄子浦患 :放校の所有財 ~

. 出先の作物に及博す影野･′-大麦幼取に対するI

･lmC∴ゐ阻哲淡臥 応用昆虫 7,183-9(195,2)

(1叫 榔ゞ F･沿 :北海道に於て.晦鈴音を皆する針金虫塀 f

･ノとその防除.応用昆虫 8,34-41(1952)､/
(195)≡鵜 (JRu.酒井,塚本):･Tキサ)/.･pt,Lシター

- ･1,-をサンのα典性休をy虫性体に癌位する方●

法･日本特許山閉会告 昭26-296(1,30,才951)_.

(196)山陽色架 (貸本,若木.守永):-ハロゲン道挽

phthalocyanin:､あ製法･El本特許出院公告 昭

L 2712788(2,25,1952)

(1ひ7)Scaiacia,lG.T:L:13HCの定性.塩草告虫に

対する )-ZiHCの作川.Tobacco56,142-51

(1952);C･A:47,1888

(lLI8)Schulze,F.,Sweetman,H･LJ,Spear,P･

l I.:熱帯瓜に対するlindanev争POrの詔性･′/
132

∫
L_ヽ tヽ

■ヽ

J.E.:F_.ヰ5,1094197(1952)･:

(199)Schechtcr,､M･･′S･,甲ornstein.Ⅰ･: mi C

の比色定立法･ Anal:chepl･24∴544-.48

(200)Schole;L,M･IE･:､叩 Cの玉葱及び苛の取の.,､

｡ 細胞分裂に及ぼす影執 ･.I.Hort./sci.28,･ItI
ー49⊥68(1953);C.A..47,3508＼

(201)Schwabe,K,Frind,ⅠⅠ.一:､滴下水銀花槌にノ.

於ける-キサPT,アシ如 _-キサソの挙臥 '･

Z･physik･Chem･■196,342(1951);-.C,-A･

-/45,10100 ､ ＼ J ､′

(292)Schwa'rz,FI,:.デーliHC中記の虹の光蚊感性･

Naunym-Schmiedehergls Arch. cxptl･

pathol･Ph(1,rmakol･12116,358⊥66(1952)･･C･ :∫
A.47,6052I

(203)Shapiro,Ⅰ･･D∴:､Ii甲Cの植物を泡L'て良丸 '

に及ぼす窃性･DoやadyAkad･NaukS･S･

S･RT80,431-4(1951)1C･A･45,2229-

(204)tSherman,M.:-?.イに於ける甘鰐の日出の

l化学的防除･1/E･E･44,-65等～,6_(1951)

(205)自J,I)充 ‥PHC-I:_よる寄生性疫侶疾加 東 批成

'_拭並に実験的研究･福岡医学雑誌針 42,t13-24

(1,lil) l

(206)･一丁 ･･BIICや 憩虫=,関する′突放的研究髄びに

PI?T･との比較･I･.福岡医学菜臨543/15-2ひ●

(19甲):●)･同誌 43,58-7_1(1952)

(207)Snushupov･IⅤ∴A･J Ptro.ng･'n,?･●AT/･
Gryzin,Y･.Ⅰ･,~･Kukanpy,A･-Ⅴ･:ペソゼ./

の光塩素化の械作∴ zhupr･Fiz･Kh叫 ･.25,

'･404-8(･1951);C.A.＼45,7885

(208)Simkover,ll.G.,Shenefelい く.D.:/俵

'.柏科括種に及ぼす殺虫剤の影軌 略にBII_Cに
つしこて.I.E.E.45,ll-15(1952)

(209)声im6n,A･hJentfsch,D;::'Tラマンスサ ト

-I z･_anor.g･allgem Chem:266･1193-.207(1ひ51一･･
C.A.47,3758

(210)Solker,G.,V.-:,無声放電下の和械化合物の塩

･.
.

∵

,

∴

､

.

･

射 ヒ･Curr号ntSci･ー(India)20,182-3(rJ52､;一 一tヽ,
C.A.47,4298

(211)Solves,aciet不快臭のなしこBIic.英特許-1

626,705(6,20,1949)>_C.A.46,/.申661ノl

f212㌦3 8:,鍔 諾 讐 諾 -芸lGIGC'竺讐:627J,
I.こ-(213)- :γ-_liIIF(指乱 刺 脚 655,686(8,i;

P51);C･A･46,10197

(214)一丁 ; 純 γ:BHC (惜別 ･-湖 脚 6SO;ひ55

(10,15,lLI52)A;C.A.･47,403･1

～ ＼ _

/一丁
′ .､
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(215)ソルポ丁イエ.コyJt三1-..-キサクt7ルシクロ

-キサ+甲田紙哩γFl.性作如 拙 方状.r]木的

節川田公JH一昭27-4SSO(ll,21.,1952)
(216)- :-キサクpルレク.p-キサVの光化学的

劉泣沈. B木特許,fl印公/告･.昭28-827 (.2,27,

1953).

(217)二一 :-キサクワルシクロ′こキサンの批 ∴

E]木特許山田公告 昭28-828(2,27,.1953) ､

(218)- :粗製-禦 ク̀ロルシク｡ヘキサン及び工
業的純γ異性体の製造法.日本特許出願公告

昭28-990(3,9,1953) ,

(219)lsomade.B･:唱 田殺虫剤によるコ､､ア豆の汚

.- ′染･J･Sci･Fo6dAgr･-2,527-8(1951);l
C.A.46;3678

(220)Speroni,G.,Jovirie,L.,･Perini,M.:

BHC異性体の2成分系と γ-BHC の氷点法

による測定の可能性･ Chimicaeindustriチ

＼･(Mi.r-an)34,4-6(1952);C･A･46,9765

(221)Srivastava'や･S･imeSO-inos.itolとlindane
二の問の代謝関係. ScienceIts,403-4(1952);

C.A.46,10518･

(222)･StaufrFrChem.to.(Campl'ell,A.G.)･.

I.BHC対生休の分脚.,米特許 2,573,676(ll,6,

1951),IC･4.46,223台

(223)- (Beムーder,ェⅠふ,.lPitt,H.M.):㍗-BHC

(碍袈)･米持狩2,574,165(ll,6,1951);C･Å･
46,5082 /

(野4)Sullivans･W.N.･:lindaneI,apdrに伐る飛

･行跡 Pの昆虫即吟試臥 ■JiE･E･45,1094-97
(川･-･i!)

(225)鈴木狂 :キモノシラミに対する殺虫剤の効力特

に DDT粉剤の性Hと殺虫力の関係. 日新医

学 39,-85-91(1952)

(226)- ,本庄サクラ,三浦昭子 :ゴキ71)駆除法･

･公衆衛生 l_2,40-42(1952) ′

(227)鈴木!招屑,掩田消,能勢和夫.堀口平三 :ヨト

･?ムシに対する BHC 粉剤の効果∴特に粉剤

- の物理性が殺虫効果に及ぼす影野.応用良虫1

8,L42-6(1952)

(228)Tay1dr,I..1Iolm,I.M., ITutchison+

.̂C..'灯謂剤の粗相.米特許 2,578,838(12,

･18,lot,)1)I,C.A.46,2746

(229)Tcnhet.I.N.,n:trc,C.0.:旅草EL7-虫駆除

辞 18番 ＼
_＼

(231)Tilemaris,E.,Dromal,S.-.'殺虫剤の人間

●及び温血動物に対する毒性･ p-ar.isitica
(Gembloux)8,64-89(1952);CjA.47,2417
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丑.I.Assoc.OLr.Agr.Chem.:33,97年～86
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(235)内野仙治,小野山丸 中尾忠民 :BHCのヒキ

ガエルの cathephse及び Gc享rlに及ぼす影野.
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試験.防虫科学 17,103-6(1952)

(237)Vjhrdeboĵ .:.,.'ナ､栢物に対する BHCl_/

ノー.の萩野の研究枯犯 Fru始 (Paris)6,152,
(1951);C.A.46,1700 ､ l

(238)Wasicky,R.,U叫 0.:シャH'ス病を媒介
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Atiaisfaculdndc∫.lr..COdont01.,Unl'V.

･lsa6Paulo8,1'J7-201(1930);C.A.46,
83171

(239)Waugh,G.D.,lhWcs,F.A.,William占,

F.:フジ､ッポの附茄yJ･附 1】の殺虫剤. Ann.

Appl.13iol.39,407-14'(1952);C.A･47,､
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(240)Web6r,E･:殺虫剤中に.LDDT が存在する
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32-6(1951);C.A.､43,I1.205 I

(241)｢- _'･-DpT及び BHC 共存の際の両者の

間接的Etljt血沈･Z･aml･Chcm･135,113-5

(1952);C.A.46,6312

(242)R･Wel'ncr,CTo､Y,J･Ⅰ･-･i DDT に抵dJL性

のS,ヨウジョウ,:ェの他の故山剤こ対する抵抗

5355

(243)Weis甲 nn,界･: 蜂を告した合成接触剤の座

的学的確認測定法. Z.Pdanzenkrankh.

川泣出和ししての lin'dane.I.E.E.45,218-

Lyl(1932)

(230)ThorJ',A.Sh.: 新設出剤の人rZHに対する和

也.llad.1SSah3?,.360-2(1932);C.A.47,I
813

ヽ

Pfhnそenschutz58,161ん71(1951);C･A･45,
10168

(244)Whetstone,R.R.1Davi≦,F.C.,Baliard,＼
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分子内喝位･J･Am･Chem･Soc･75,1768-
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一防:卦 科 学 界 18巻

69(1953)

,Whitnall,iArIl･M･,et'al･: 13HCに抵

屈性の*=･Bull･Ent･Re-search43,5,1-65
(1952);C.A.47,260

･･(246)Wille--Thiiin･.M･.て.粗 BHC中の γ異性体の
::J ･'- 定量jChimie&industrie63,No･3,69-71

-(1952);C.A.､47,257一

･･(247);Wylie,W･D･:.--モ･ノチ.ヨキt).}'サムシに

･(去48)雷這諾 讐 賢法 号品 詰 蒜 謡 951!
BHC及びロテノンのカブトムシ幼虫69育脈管
に対する作用
･.一
応用昆虫7
,
31-4(1951);ⅠV.殻申剤の屈中神遊軍導に及C
.
i'す影&
.･,
同誌7
,-ユ57√-04(1952).

(249)八州化学 (奥村,近野,田代):･良作半虫.厚

~芸諾 諸 芸雷等冨霊慧 諾 賢欝 剤.日

(250)安盛喜一 :ポーr7?ログラフ法に与るγ-BHC,の

二定鼓におけるベンゼクへブFJPt7ライ ドの影野
l子らいて･.濃化 23,449-52(1950J)

(251)安富和男 :各種昆虫や殺虫即 こ対する抵抗性の

研究･･Ⅰ一･.- ヤ ラ ミ_の DD'T及び BHC
に対する抵抗性の増大. 防虫科学 17,41､44

(1952)

(252)Zia-ud-Din:lindaneそり他の殺虫剤による

ちygusoblineatisの駆除･T.E･E.:44,773-
4(19亭1)L_

抄 一 線･ _ ド

1)ンデ㌢O.残余効果を改貢する~ための塩化多フ工ご-lJt･化合物について

W･N･~sullivapat･dlrwin･-Hornstein: Chlorinated.Polyphenyl'stolmproJeLindanc

Residues･J･Econ･Ent･.,46,158(1953).

リ./デVは明討した噂.割に高い茶気王の払こ可成

速やかl苅肖放し.又さもの結晶が表耐 羊析出してその外

硯を拭うものであ声｡比の点を改良すべく次の諸理由

からリンデン.t塩化多7ェこてル化合物を況合する様
~にじたこ即ち,

''.I).鞘 多7-モー?叫 合物呼高分子垂墾 F結晶性
LJl胆を作る｡ ､

2) I)yデソは訪物矧 こ可溶で析出することはない ..

∴ 3)･品 抑 位題でも物理的変化を与冬なt-I;

∴4)L況今により蒸気圧低下し,有効期間が大となる｡

′′.5),:乱 麻瓜 非酸化性･.対金属蝕性←Rつ･火･_I
水に対する抵抗性大｡

t宍験には町 60% 塩素含有 (盃丑)の塩素化多7ェ

I:-ル化合物を朋 ｡リ･(デyt一該物'押 掛 恨 素顔

丁液を,別々の場合,色々印合せた場合筑 種滋の汝姥 .

':ト坂上に注Jぐ.混合液は強敵で;や .ゝねばねばした透

初 田川l?と･Lて損るC'跡 ま水平に三ケ月間夏の室温 (70

･-100oF)に促? O

:て粁駿動物 として は･' ゴキブ リの蛸及び成虫 -
-･(PeLt't･ZaneLaamericaT7a).を使用し,.2,10,30,_60及び

㌔ ･･9{OB慧 芸誓完 冨孟莞 需 品 Ia.I-豊 富

る後観察砲に移し四日間改定した｡

主なる結風 土次の如Lo即ち,リyデシ日払の有効

期間は佐用 リンデン立に比例する｡在平方択当t)i60,

･100及び 200mg?リ●ンデY鍔班は各々'.15,30及び
16叩 問夏の条件で有効であった｡有紬 glruFJはリyデy

二が塩化多フェエール化合物と況じてゐる時に増加して

ゐたO.毎平方沢当り.印如 のり.yJデソと.､200mg談
物質とを含む80-日後の鍔班は60%の殺虫率を,同じ

くユ00mg リンデy及軍 .200､rpg琴物只の域班に対

＼しそは 90% の殺虫率を示し声 群雄は強馳且つ伽 ､
にねはつく状態であった｡二万 ル デソ及びリy デy

一塩化多フェニ-ル化合物の司法は,何れも多孔質の
マソナ'ィト去耐 こ於では,はるかに効力は少なかつ

-たO叉塩化多7ェニール化合物のみO.技法は何ら死囚
と,はならなかった.

･ 要するに 1)y デン国法の持続性は,ー塩化多7Lニー

ル化合物の皮膜中に混入せしむることによって非1･JTに

改良せられた｡皮膜内部のリyデシは溶液の状態であ

り,貯蔵層としても役立つ｡ リyデシが表面から掛放
すると{新しし:リンデソが去両に醐敬することにより

更新される｡-従つ,{日ソデンli析山Lないからその噴

軍表面の外観を扱う怖れはない｡

(雷由二郎)
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